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図 1 東海地震の震源域の概念図



Ql 東海地震が切迫していると言われ

ていますが、東海地震とはどんな地震な

のか、あらためて教えて下さい。あの阪

神・淡路大震災よりも大きいと聞きまし

たが・…・・。

A 東海地震は、阪神・淡路大震災を引

き起こした 「兵庫県南部地震」とは比べ

ものにならない大きな地震です。

兵庫県南部地震は、地表近くの断層が

動いた 「内陸直下型」の地震で、地震の

エネルギーはM(マ グニチユード)7.3

でした。これに対して東海地震は 「海溝

型」の巨大地震で、地震のエネルギーは

M8程 度と言われています。エネルギー

で比較すると、兵庫県南部地震の10倍く

らいになります。

Q2 「海溝型」というのですから、震

源は海の底になるのですね。

A 「東海地震」では必ずしもそうでは

ないのが頭の痛いところです。図右は、

今年の6月に国の中央防災会議の 「東海

地震に関する専門調査会」で提案された

東海地震の新しい想定震源域です。東海

地震は、この震源域の巨大な岩盤が直上

に静岡市や清水市などの大きな都市を乗

せたまま数メートルもずれ動くことによ

って起きるのです。震源が海域にもかか

っているので、最大10m以上の巨大な津

波も発生します。「大津波を伴う海溝型

巨大地震でありながら陸域直下の地震で

もある」という厄介な地震が東海地震な

のです。海溝型の巨大地震が起きる地域

は日本周辺にたくさんありますが、この

ように直下型地震でもあるものは、東海

地震の他には関東大震災を引き起こした

関東地震だけです。

Q3 東海地震がそんなに恐ろしい地震

だということは初めて知りました。阪神

A 静岡県では、今年5月に東海地震の

新しい被害想定を公表しました。ほとん

ど全県が震度6弱以上となり、震度7の

地域だけでも西は浜名湖周辺から東は伊

東市まで、主要な都市を選ぶように点在

し、その面積は130k」に及んでいます。

被害想定の概要は表のとおりです。季

節や時間、予知ができた場合とできなか

った場合などをいろいろ設定して予測し

ていますので単純な比較はできません

が、死者 (最大で5900人)以 外は阪神・

淡路大震災の1.5倍から2倍以上の被害

になるという結果になりました。

地震エネルギーが10倍だから被害も10

倍になる、というわけではありません

が、近県の被害も甚大なものになるでし

ょうから、全部あわせると膨大な被害に

なるでしょう。

Q4 今回で3度目の被害想定とのこと

ですが、どんなところが変わつたのでし

ょう?

A 東海地震を引き起こす地下のメカニ

ズムがよくわかって来たため、それに基

づいて揺れや津波の大きさを計算し直し

たことと、阪神0淡路大震災のデータを

取り入れたことが特徴です。

中央防災会議の新しい震源断層モデル

は使つていませんが、東海地震に関する

最新の知見を取り入れていますので、結
果的にはあまり大きな違いはないと考え
ています。

前回の被害想定に比べると、県の西部
で震度が大きくなり、また住宅の倒壊件
数が大幅に増えましたが、一方で対策が
進んだ結果として津波被害や火災被害が

大きく減少しています。住宅の倒壊件数

の増加が非常に大きかつたため、全体と

しては被害が相当増える結果になりまし

た。

Q5 住宅の倒壊が諸悪の根源と聞きま

したが?
A  そのとおりです。死者の数は最大

で約5千 9百人と計算されていますが、

そのうち4千 6百人 (約80%)が 建物、

特に住宅の倒壊による圧死です。

住宅の倒壊が増えると、死者が増える

だけでなく、当然負傷者も増えます。重

傷者は最大で1万9千人、中等傷者は8

万6千人と計算されました。

また、住宅が倒壊すれば、避難所など

で不自由な生活をしなければならなくな

ります。避難所に避難する人数は最大で

119万人と計算されています。

ひとくちに119万人と言いますが、静

岡県の人口が370万人ですから、「3人に

1人は避難所暮らし」ということになる

わけです。 1ケ 月後でも県民7人に1人

に当たる56万人が避難所暮らしを続ける

ことになると想定されています。

その心身のストレスは大変なものだろ

う、ということは、阪神・淡路大震災後

の状況を報じた映像を思い起こせば、容

易に想像できるでしょう。

住宅が倒壊しさえしなければ、これら

の多くのことに出会わないで済むので

す。

Q6 行政の負担も大変ですね。

A 被災者はもちろんですが、住宅が倒

壊すると行政の側も大変な負担を負うこ

とになります。

■負傷者の数は、以前の想定の2倍にな
りましたが、その分だけ病院の必要ベッ
ドの数、医師や看護婦、医薬品の数も増
えることになります。
避難者が増えればその分だけ避難所も
水も食料もトイレも必要になります。
また、応急仮設住宅も建設しなけれtぎ
なりません。その数は4万7千戸と計算
されています。

電気、水道、ガスなどのライフライン
の復旧も、建物が倒壊したままでは工事
が出来ませんので、早急に除却しなけれ
ばなりません。阪神0淡路大震災の時
は、これも相当部分を行政が行いまし
た。

また、住宅が倒壊すると廃材がたくさ
ん出ます。今回の想定では廃棄物の量は
全部で最大3千万立方米、 2千 6百万ト
ンと計算されました。不法投棄で問題に
なつている香川県の豊島に捨てられた産
業廃棄物の量が50万トンと聞いています
ので、その50倍以上の量の廃棄物を処理

しなければならないということです。

住宅を失つた人たちの中には、自力で

住宅を再建することが困難な人もおられ

るので、災害公営住宅を建設する必要も

出てきます。その戸数は最大で9万 6千

戸と想定されています。

Q7 個人の住宅の耐震対策が重要だと
言われる理由がわかつてきました。これ

まではどうしていたのですか?

A 住宅が倒壊することによつて生じる

被害は今申し上げた他にもいろいろあり

ます。逆に言えば、住宅が無事なら、こ

れらのことは相当程度必要なくなるわけ

です。

静岡県では、あ年前に:「東海地震は明

日起こちても木思議ではない」と,言われ
て以来、国の補助も受けながら、津波対

策、山がけ崩れ対策、小中学校や病院、

福祉施設の耐震化、緊急避難路の整備な
どに総額1兆4千億円に上る事業を行つ

てきました。地震対策の効果は地震対策
事業費の5倍に相当する7兆3千億円に

上ります。
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54年から壁の量やバランスをチェックし
て建築基準法以上の耐震性を持つよう指
導しているため、特に建築基準法の耐震
基準が厳しくなった昭和56年 以降に建
てられたものについては、十分な耐震性
を持っていると考えています。
問題は、それ以前に建てられた古い木
造住宅です。これについても、耐震改修
の重要性をPRし たり、簡易耐震診断表
を配布したり、専門家が出前診断に出向
いたり、などという対策に熱心に取り組
んで来ました。その取り組みはおそらく
日本一だったと思います。しかし、それ

でもまだ60万戸の木造住宅が耐震診断も

満足に行われないまま残つているので

す。

個人住宅の耐震対策は住民自身で行う

のが原只1ですから、県や市町村のこれま

での取り組みは間違つていなかつたと思

いますが、結果として耐震改修がほとん

ど進まなかつたのも事実です。

そして、様 な々地震対策事業が進んで

きた今、改めて見直してみると、個人住
宅の耐震対策を進めない限り、人的な被
1害も住宅の倒壊に伴う様 な々ロスも解消

F竃雇面でということが明らかになうた
1とiマ

~

うことです。

Q8 プロジエクト「TOUKAI― ゼロ」

という事業を始められたということです

が
・… … 。

A プロジエクト「TOUKAI―ゼロ」

は、「東海地震において家屋の倒壊によ

る死者をゼロにする」ことを目標とした

全県プロジエクトですo

古い木造住宅に住んでいる人なら、自

分の家が大地震に遭遇すれば危ないこと

はある程度わかつています。それなのに

具体的な対応に踏み切る人が少ないの

は、建て替えや耐震改修には相当の費用

と時間がかかるため、費用面でも心理面

でも実生活面でも「障壁」力ゞ極めて高い

からです。一方で、東海地震の切迫性

も、信じたくないという気持ちや、自分

だけは何とかなるという気持ちもあるた
.め、「障壁」を乗り越えるだけの「動機」

づけになり得ていないのです。
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」

従つて、「障壁」を出来るだけ低くす

る一方で、「動機」づけを出来るだけ強

くする、という考えに基づき、次のよう

な各種施策を並行して進めています。

まず、県内の古い木造住宅60万 戸す
べてについて、簡易耐震診断を自ら実施

してもらいます。簡易耐震診断表の配布

は、学校、職場、自主防災組織など様々

なチャンネルを用いて重複的に行い、回

収された診断表は最終的に市町村で整T

理、保管します。

耐震性に疑間があると診断された住宅
については、住民が希望すれば登録専門
家が派遣され、建て替え、耐震改修、耐
震補強などの相談ができるようにしま
す:専門家なら誰でも同じようなアドバ

イスが出来るようにするためのマニュア
ル作りや専門家の養成を行い(県に登録
します。         .
また、耐震性に問題がある住宅につい
ては、市町村がリストアシプして、継続
的に耐震措置の実施を働きかけます。
‐方で、技術コンク‐ルを行ちて全国
から知恵とアイデアを結集し(安価で簡
便な耐震補強工法や、住宅が倒壊しても
最低限命だけは助かるような防災器具に
ついて、その開発や実用ィヒを促進しま
‐す:また、改修に対する公的助成の制度
についても検討しています。
普通なら何年もかかる事業だと思いま
すが、東海地震の切迫性を踏まえて前倒
.しして進めているのです。

Q10 東海地震はそんなに切迫している
のですか?
A 海溝型の地震は周期的に発生しま
す。東海地震についてはその周期は100
年から150年と言われています:この前
の安政の東海地震が発生してから今年で
147年になり、蓄積された歪みエネルギ
ーは、もう限界に近づいていると考えら
れています。
東海地震が起こるのは、図1に示した.
「固着域」がはがれる時です。固着域が
はがれる前には、固着域の近辺で小さな
地震も起こらなくなる「静穏化現象」が
起こるとか、陸側のプレートの沈み込み
が停滞する、などの現象が起きることが
わかつて来ています。東海地域について
は、1996年くらいから、日着域が少しず
:つ緩んできたこか、地下の歪みエネルぎ



―力軸和状態に近づいて来たとれ も こ

とを疑わせるデータが、次々に得られて

います:こ の7月末に、国土地理院が

「GPSの 観測デ=夕 によると東海地域の

地殻変動に異常が見られる」と発表して
話題になりましたが、これも固着域の緩
みを示すデ,夕の二つだとも考えられて
います。

東海地域に張り巡らされている歪み計
などのデータが異常を示していないため
もあり、気象庁や地震防災対策強化地域
判定会は、それぞれの現象について「直
接東海地震にっながるものではない」と
の見解を示していますが、この見解!よ.
「明日起こっても不思議ではない」とい
う前提の上でのものだと理解しなければ
なりません。
判定会の溝上会長が「東海地震の切迫
性はず段と進んだ可能性もありt注意深|
く藍撮をしていく時期に来ているJと述
べられてい.るのを、真摯に受け止めるベ

きだと考えて,|)ます?|‐ 11‐‐11 1

露旨ボで寧t撃/1季 ?1'骨
争
方針
争

A 新しい被害想定が出ましたので、静
岡県では9月末を目途に、今までの地震

対策のすべてを洗い直す.「地震対策アク|

ションプログラム2001」に全庁をあげて‐

1鰍 識識 =靭 も

き

,,

アタシヨンプ由グラムては、1早急に実
施すがきことにっぃてぃ直うに着手し早‐
期完了を目指すとともに、実施に当たっ|

て国の制度改正を要するもの、関係機関

との協議が必要なもの及びシステム等の

検討に時間を要するものなどについて

誌|:量憾寧:ぞ :`:全 争ξ撃}‐1議ワ

この中には、「東海地震は本当にいつ

起きてもおかしくない」とした、いわば

直前対策と:住宅の耐震化のようにtど

う:してもある程度時間が必要な対策が混

在することになりますが、住宅の耐震化
の現状を考えると、本当は、地震にもう

少し待つてもらいたいところです。

また、地震予知が出来ると人命被害や

火災による被害は大幅に減少しますの

で、観測体制の充実や地震学の進歩にも

期待しています。それと同時に、地震の

前兆が捉えられた時に、被害軽減に結び
つけるための準備をもう一度整理し直そ

うと考えています。   ,



新たな想定濃爾覇薩現籍の地瓢 強化地域
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